
グループホームステラ(さくら)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
2. 利用者の２/３くらいの

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●ほとんどの利用者が、近所にある薬師堂にお参りに行くことが日課になっている。夕食の買い物に出
かけたり、外出された時には、事業所近くの畑で水やりや収穫してから事業所に戻ることもある。クリスマ
スには、イルミネーションがきれいな近所のお家を見に出かける予定となっていた。
●入浴を嫌がる利用者もいるが、声かけの工夫や時間を置いたり、又、職員や仲の良い利用者とお風
呂の話題でおしゃべりしながら、ご本人が入浴することに、つながるような雰囲気作りにも努めておられ
る。入浴剤の他にも、柚子湯、バラの花を浮かべて楽しめるよう工夫されている。

特定非営利活動法人JMACS

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

平成22年12月15日

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3890200037

身体拘束のみならずスピーチロックも含め「NO!!」と言わない介護に力を入れております。
あるがままを受け入れ、個々の個性を大切にし「共に笑顔で安気な生活」が送れるよう支援しておりま
す。

法人名 社会福祉法人　興風会

事業所名 グループホーム　ステラ

所在地 今治市大西町紺原甲1661番地1

自己評価作成日 平成22年12月6日

特定非営利活動法人　JMACS



サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム　ステラ

(ユニット名） さくら

記入者（管理者）

氏　名 前田　一呂

評価完了日 　2２　年　　1２　月　　　６　日

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

理念の意識付け・実践の為フロアの目につきやすいところ
に掲示している他、朝礼での復唱を行っている。事業所全
体の理念は前年度を引き継いでいるが、ユニットごとにも理
念・目標が設定されており、事業所の理念の復唱後共に確
認を行っている。ユニット理念は年に一回スタッフ間の話し
合いによって更新、検討を行っている。

(外部評価)

事業所は「共に笑顔であんきな生活」と理念を揚げて、毎朝
の朝礼で唱和して共有を図っておられる。毎月ミーティング
時、理念の実践に向けてユニットごとに「月目標」を決めて
おられ、11月「外出しよう」12月「健康管理に気をつけよう」と
決めて取り組みをすすめておられた。さらに朝礼時に「毎日
の目標」を決めてさらに具体的に取り組むようにされており、
調査訪問日の目標は「仲良く過ごそう」「楽しく過ごそう」と決
めて、利用者と職員でトランプや体操をしながら、楽しく過ご
せるように取り組んでおられた。

(自己評価)

近所の薬師堂での念仏講や奉仕作業に参加している他、
保育所主宰のバザーに出かけたり・行事訪問に来てくれた
りなどで交流を図っている。ご近所からの来訪者も多く、差
し入れをしていただいたり、お話に来ていただいたり、地域
の祭りなどに誘って頂けたりお隣の美容師さんが出張で来
てくれたりしている。関係良好。

(外部評価)

毎月、近所の人とともに薬師堂で行われる念仏講に参加さ
れている。この一年の間に小西保育園との交流が始まり、遊
戯会に招待してもらったり、事業所に訪問してくれ、歌を
歌ったり利用者の肩をたたいたりして触れ合われた。外出時
には、近所の方達とあいさつを交わしたり、時には、野菜や
魚・くだもの等をいただくこともある。

(自己評価)

近所の方に美容に入っていただき、ホーム内の様子を感
じ、少しでも認知症の理解が得られるよう配慮している。
施設という垣根が少しづつ感じられなくなって来ているので
今後はホームにて地域の方々と共にの認知症の勉強会も
おこなっていきたいと思っている。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

二か月に一回運営推進会議を開催し、事業所の活動を
報告し、それに対する意見交換や、地域の情報いただ
いたりしている。苦情や個人的な内容でその場で言い
にくい事項に関しては終了後聞き取ることもしてい
る。

(外部評価)

２カ月に１回、併設の小規模多機能型居宅介護事業所
と合同で会議を開催されている。会議では、事業所の
行事等の活動報告を行ったり、メンバーの方と一緒に
避難訓練を行い、意見をうかがった。

ホーム長は、今後、交流のある保育園の方や近所の方
達にもさらに声かけして、会議の参加者を増やしてい
きたいと考えておられた。事業所にかかわる方や、
又、いろいろな立場の方に事業所のことや取り組みを
知っていただき、意見をうかがい、事業所のさらなる
サービスの質向上の取り組みにつなげていかれてほし
い。

(自己評価)

運営推進会議に参加して頂いている他、認知症介護に
対するホームの取組みを理解していただくため情報や
計画のやり取りを行っている。日ごろからもよく連絡
を取り合っており、問題等にも相談させていただいて
いる。

(外部評価)

運営推進会議時、市の担当者から、市主催の「認知症
介護予防講座」等、研修が行われることを教えていた
だいたり、チラシをいただくこともある。

(自己評価)

勉強会・日々の業務の中での指導等で理解を深め、拘
束のないケアに取り組んでいる。また、職員研修にて
ロールプレイも取り入れ、より実践的なケアの取り組
みを図っている。

(外部評価)

玄関には、鈴が付いており、人の出入りが分かるよう
にされている。「外に行きたい」と言われる利用者に
は、ご本人の状態も踏まえて付き添ったり、言葉をか
けて支援されている。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

施設内外の研修、書籍等で学ぶ機会を持ち虐待防止の
意識を深めている。どのようなことが虐待に当たるの
か、それに対して通報する義務があるということやそ
れらが利用者にとってどれくらい悪影響であるかと言
うことを意識付けることによって虐待やそれに近い言
動を行わないよう注意している。

(自己評価)

外部研修にて学んだものを施設内研修、資料回覧など
で学ぶ機会を持っている。

(自己評価)

契約時には質問しやすい雰囲気づくりを意識し丁寧に
説明をするよう心がけている他、資料などを用意し介
護保険や施設利用に対し解り難い説明にならないよう
に配慮している。
解約時にも今後の不安などが少しでも軽減されるよ
う、その後が困らないように相談になるなどしてい
る。

(自己評価)

利用者様においては日々の関わりの中から、思い・要
望を汲み取るような対応を行うよう教育を行ってい
る。ご家族様に於いては面会時には出来るだけゆっく
りと話しを伺えるような場をつくり、家族会等におい
ても出来るだけ意見を聞き出せるよう日ごろの関わり
も含め努力をしている。

(外部評価)

２カ月に１回の事業所発行の「のんき新聞」に合わ
せ、毎月一筆箋で利用者ご本人の普段の様子を知らせ
ておられ、又、ご意見をうかがったり、行事案内等も
されている。家族会は、以前２カ月ごとに行っておら
れたが、より多くのご家族に参加していただきたく、
事業所行事と合わせて行っておられる。ご家族から事
業所の「電話対応やあいさつ」について意見をいただ
いた際には、即、職員で話し合いの場を持ち、職員の
接遇研修を実施する等、改善策を検討され、ご家族に
も説明された。

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

7

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

新しい取り組みの採用や決定、従来のシステムの見直しな
どは全体・各フロアミーテイングにてスタッフの意見・提案を
反映しおこなわれるよう配慮している。スタッフがどのような
介護を目指しているのか、皆が向かっていきたい目標は何
なのかなどは随時話し合っている。

(外部評価)

「職員個々の長所を活かせる職場で働く」ことができるよう、
法人施設内で職員の異動がある。年3回、管理者は職員と
面談され、職員それぞれの話を聞いて、内部研修を行った
り、個々に合った内容の外部研修を勧めたりされている。職
員は「畑主任」「新聞係」「体操のお兄さん」等、役割を決
め、提案して取り組みをすすめておられる。

(自己評価)

一年間を通し自己課題を設定してもらい、それに対し年二
回の管理者面接、年一回のホーム長面接を行っている。そ
の結果は実績・勤務状況も考慮したうえ、昇給額に反映さ
せたり、役職を新たに付けるなど、やりがいが持てる職場に
なるような取り組みを行っている。

(自己評価)

研修をホーム内で定期的に行っている他、法人外の研修に
ついても出来るだけ積極的に取り組んでもらっている。研修
室に研修案内を張り出して告知している他、研修費の法人
負担、休みの優遇などを行っている。法人が指名して赴く研
修については出張費・交通費・研修費用負担をおこなって
いる。

(自己評価)

管理者・職員は外部の研修などにて、交流を図り、他事業
所の情報の中から自施設にそぐうものを取り入れてサービス
向上に役立てている他、他事業所に対し行事などの招待
や、遊びに来てください等の声かけを行っている。秋祭り・
春祭りには職員と共に遊びに来てくださったり、またこちらか
ら出かけており、交流を楽しんでいる。

(自己評価)

ご本人とゆっくり関わる時間を持ち、暮らしの希望・不安を推
し量るよう努めている。
アセスメントにセンター方式等も用いさまざまな情報収集に
努め、出来るだけ本人の望む暮らしが出来るようこころがけ
て介護にあたっている。

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

11

13

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用開始時には十分に話し合う時間をとり、ご家族の
思いを受け止め、少しでも不安が軽減出来るよう努め
ている他、制度や施設について解らないことはないか
の聞き取りも行っている。

(自己評価)

利用開始時の話し合いの中から、支援の見極めを行う
よう努めている他、隠れた緊急のニーズがないか、見
落としはないかをアセスメントしている。

(自己評価)

職員は日々の利用者様の労をねぎらい、利用者様もス
タッフをねぎらう・・共に支えあうという共有感を
もって暮らしている。共にここにいてよかった、ここ
に住んでよかったと思えるよう利用者職員一丸となっ
て生活を楽しんでいる。

(自己評価)

適宜ご家族様に相談・連絡を行い、共にご利用者様の
支援を行うよう努めている。

(自己評価)

以前の友人・近所の方も気軽に来園され、ご家族で支
援の難しい方にはホームより墓参りや他ホームへ面会
に出かけたりしている。

(外部評価)

ご家族の月命日には、墓参りに出かけられるようご家
族や職員が付き添い、ご本人が入居前から行っている
ことを継続できるよう支援されている。ご家族が入所
されている施設へ面会に行ったり、利用者の同級生の
方が訪ねて来てくれることもある。

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

19

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

17

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

レク・家事等生活の中でそれぞれが関わり合う機会を
多くもち、孤立気味のご利用者様にはスタッフが仲立
ちをし、良い関係がもてるよう支援に努めている。

(自己評価)

入院の為退所された方には、利用者と共に入院先に見
舞に行くなど、病気になっても、入院していてもつな
がっている、繋がっていける関係作りを行っている。

(自己評価)

ご本人との普段の会話や、面会時のご家族の話などか
らの情報のもと思いの把握に努めている。

(外部評価)

入居時には、センター方式の様式を用いて、利用者
個々の生活歴等の情報を収集されている。職員は、利
用者の様子を見ながら声かけの仕方を替えて、ご本人
の意思が表出しやすいように努めておられる。

入居後に、職員が知り得た利用者個々の情報について
も蓄積して、ご本人の思いや意向を深く探り、職員で
共有できるよう努めていかれてほしい。アセスメント
をすすめ、利用者個々のことをさらに深く探り、利用
者一人ひとりがその人らしい暮らしを続けるための計
画作成につなげていかれてほしい。

(自己評価)

ご本人との普段の会話や、面会時のご家族の話などか
ら情報収集し暮らし方等の把握に努めている。

(自己評価)

その時々の心身の状態の把握に努め、その時々の有す
る能力の見極めをするよう配慮している。

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

25

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

24

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

21

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

できるだけご家族・本人参加のもと各スタッフが【支
援のためのシート】を持ち寄り、検討し合ってしてい
る。身体状況に重点を置いた話し合いだけではなく、
心のケアにも繋がるよう、その人らしさを引き出せる
計画を立てられるよう研修も行っている。

(外部評価)

介護計画は、利用者・ご家族の希望を聞いて『支援の
ためのシート』でご本人の現状を把握してケアマネー
ジャーが作成されている。６カ月ごとに見直しをされ
ている。モニタリングは３ヶ月に１度、行っておられ
る。

(自己評価)

介護記録・日誌・申し送り等で情報を共有している。

(自己評価)

特養での温泉入浴・デイサービスでのカラオケや行事
に参加している他、施設外にも自由に出入りしていた
だいている。その際は本部の事務員や介護員さんなど
にも協力を要請し行っている。

(自己評価)

スーパー、図書館、念仏講、地域行事などへの参加を
通し暮らしを楽しむことの支援をしている。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

個々の希望のかかりつけ医を受診している。
当施設の協力医療機関からは毎月往診がおこなわれて
いる。

(外部評価)

利用者個々は、これまでかかっていた病院で受診され
ており、ほぼ全家族が受診時に付き添っておられる。
職員が受診に同行することを希望される場合は、有料
となっている。

(自己評価)

日常的に併設事業所の看護師に情報を伝え、適切な看
護・受診が行われている。

(自己評価)

早期の退院に向け、主治医・御家族との情報交換を行
い密な連携に努めている。

(自己評価)

見取の指針を作成し、説明し御家族と終末期について
十分な話し合いを持ったうえ、支援している。

(外部評価)

入居契約時に看取りの指針に沿って説明し、支援が必
要になった場合には「事業所で出来ること出来ないこ
と」をご家族に話すようになっている。事業所では、
初めて利用者の看取りの支援に取り組まれ、その際に
は「オムツ交換」「褥瘡」「緊急時の対応」等につい
ての知識や対応について、職員で勉強会を開かれた。
管理者は、看取り支援に取り組んだことで「かかりつ
け医とのやり取りや職員間でのチームワークが強く
なった」と感じておられた。

さらに、ご本人の終末期のあり方についての希望をう
かがったり、ご家族が利用者ご本人のこれからのこと
について不安や心配に思っていること等を聞き取った
り、話し合ったりする機会も作ってはどうだろうか。
又、プライバシーに配慮しながら経験された支援の事
例等も用いて「事業所でできること」を伝え、ご家族
の気持ちを聞いてみられてはどうだろうか。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

勉強会、書籍回覧等にて学習を重ね、ミーティングや事故
対応検討の折など適宜再確認している。

(自己評価)

避難訓練を年二回おこなっており、隣接の住宅には避難経
路も含め協力体制ができている。

(外部評価)

近所の方達に参加していただき、夜間を想定した避難訓練
を行われた。近所の方から「何をしたらいいのかわからない」
という意見が出される等、実際に訓練を行うことで事業所自
身で気付かれたことも多かったようだ。又、５月には、法人施
設で行われる避難訓練にも参加されている。いざという時に
は、法人施設の職員が３分で駆け付けてくれるようになって
いる。

ホーム長は、次回の避難訓練時には、近所の方達もともに
訓練に参加いただき「避難後の利用者の見守りや安全確認
をお願いしたい」と考えておられた。さらに今後も、利用者や
職員の安全や安心のための取り組みを重ねていかれてほし
い。事業所側からも地域の災害対策の取り組みに協力でき
ることを探して、地域との協力体制をさらに強めていかれて
ほしい。さらに地域の協力者を増やしていかれてほしい。

(自己評価)

常に一人ひとりの尊厳を意識した、声かけ・対応に努めてい
る。その人ごとの受け入れやすい声かけについて毎月ミー
ティングを行い意識を統一できるよう取り組んでいる最中で
ある。

(外部評価)

事業所では、職員の利用者に対する声かけや対応につい
て、勉強会を重ねておられ、職員は、利用者に対して「馴れ
馴れしい対応にならない」よう気を付けておられ、食事中に
トイレに立たれる利用者に、そっと声をかけてトイレにお連れ
している様子がうかがえた。おやつを決める際、職員は、利
用者に２種類くらい提案して決めてもらえるようにされてい
る。

(自己評価)

ご家族からの情報や御本人との普段からの会話のから、そ
の思いを引き出すよう、また、したいことを表せるよう意識し
た声かけをしている。

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

就寝・起床・入浴等できるだけ、思いのまま過ごせる
よう配慮している。

(自己評価)

毎朝の化粧・髭そり等の整容、行事等の外出時にはそ
れにあったおしゃれができるよう支援している。

(自己評価)

普段の関わりの中、ご家族の情報などから食事の好み
の把握に努め、買い物に出かけたときに食べたいもの
を買ったりし、一緒に準備・片付けをしている。

(外部評価)

朝・昼の食事は、法人施設から出来上がった食事が届くよう
になっており、利用者と職員で器に盛り付けをされている。
夕食は、当日、利用者から希望を聞いたり、利用者とスー
パーに買い物に出かけて、商品を見ながら今日の献立を相
談して決めるようにされている。年末には畑で出来た大根、
きゃべつ等を収穫して、利用者、職員で収穫祭を兼ねた忘
年会を行う予定となっていた。食後にご自分のお膳を下げ
ておられる利用者の様子が見られた。職員は、各自お弁当
を持参され、利用者と一緒におしゃべりしながら食べておら
れた。

(自己評価)

職員は個々の利用者様の食事・水分量の把握ができて
おり、どのようなものが利用者様にとって喜ばれる食
事であるか本部の栄養士に指示を仰ぎつつ献立を考え
ている。

(自己評価)

毎食後、個々に応じた口腔ケアを支援し、口腔状態を
把握、適宜歯科受診もおこなっている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表・表情・動作から、排泄パターンの把握に努
め、排泄の自立にむけた支援をおこなっている。おむつか
ら紙パンツへ、紙パンツからパットへ、そして布パンツへと
いった取り組みを通しこの一年で二名の利用者様のおむつ
をはずしてきた。その結果BPSDも減少し、いい状態を作り
上げることが出来た。

(外部評価)

失禁したからと過剰に反応するのではなく、原因を探り声か
けやパット・パンツの変更を段階を追って行い、自立に向け
た支援に努めておられる。又、尿意のあまりない利用者に
は、膀胱炎に罹らないようにトイレ誘導や水分補給の声かけ
をされている。

(自己評価)

職員は便秘の原因や影響を理解し、できるだけ自力で排便
できるよう、運動・食事・タイミングの工夫をしている。

(自己評価)

概ね午後が入浴の時間になっているが、希望があれば、で
きるだけ、どの時間にも入浴できるよう支援している。
基本的に本人の習慣・意思にて入浴されている。
気のあう方との入浴も楽しまれている。

(外部評価)

事業所では、２日に１回入浴できるよう支援されているが、ご
本人からの希望で毎日入浴される方もいる。入浴を嫌がる
利用者もいるが、声かけの工夫や時間を置いたり、又、職員
や仲の良い利用者とお風呂の話題でおしゃべりしながら、
ご本人が入浴することに、つながるような雰囲気作りにも努
めておられる。入浴剤の他にも、柚子湯、バラの花を浮かべ
て楽しめるよう工夫されている。

(自己評価)

ご本人の習慣の継続を意識し、そのリズム・その日の体調に
あわせて休息してもらっている。
夜間寝付けないときは、足浴・好みのもの・寄り添いなどで
気持ちよく眠れるよう支援しているが、眠れない利用者様に
対し無理に就寝を勧めたりせず満足がいくまでご自由にお
過ごしいただいている。結果として不穏状態の緩和やそのこ
とによって起こる事故を防ぐことが出来ている。

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

介護記録のファイルに処方箋をとじており、服薬の変
更時には申し送り・記録の徹底をしている。

(自己評価)

開設三年を過ぎ自然にそれぞれの役割がうまれてい
る。
さらに、張り合いや喜びのある生活の支援を考えた
い。

(自己評価)

毎朝の利用者様と一緒の朝礼時や日ごろの会話から希望
を聞き出すよう心がけ、日々の外出先を決めている。外出行
事（バラ公園・菊花展他）には御家族をお誘いし共にでかけ
ている。現在のところ、地域の方には外出時同行等の協力
得られてないが散歩のときには挨拶をいただいたり、安全な
歩行の協力をいただいている。

(外部評価)

ほとんどの利用者が、近所にある薬師堂にお参りに行くこと
が日課になっている。夕食の買い物に出かけたり、外出され
た時には、事業所近くの畑で水やりや収穫してから事業所
に戻ることもある。クリスマスには、イルミネーションがきれい
な近所のお家を見に出かける予定となっていた。

(自己評価)

少額ではあるが利用者様はお小遣いをお持ちになって
いる。そこから日用品や、し好品のなど買い物をされ
ている。
お賽銭もそこから。

(自己評価)

ご本人が自ら書かれた手紙や代筆した手紙を家族・友
人に送ったり、御家族の面会時に手渡したりしてい
る。
事業所からの電話連絡の折にはご利用者様にも取次
し、会話を楽しんでいただけるよう配慮している。

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している
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グループホームステラ(さくら) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

季節ごとにフロアの装飾を変える、大人が住んで心地
よさを感じていける内装を心がけている。その時期の
花を飾ったりすることで季節感を取り入れている。

(外部評価)

壁には利用者、職員と一緒に作った花細工を飾っておられ
た。居間には利用者と飾り付けたクリスマスツリーがあり、多
くの利用者は、日中は居間で過ごされている。居間や廊下
には、各所に椅子やソファーが配されてあり、利用者個々に
お好きな場所でくつろげるようにされていた。カラオケセット
でカラオケを楽しまれたり、調査訪問時には、利用者４名で
トランプの神経衰弱をされていた。

(自己評価)

フロアにはソファ・テーブル・椅子を多数配置し、疲
れた時や休みたいときいつでも休めるようコーディ
ネートしている。見守りがしやすい場所だけではなく
内緒話も自由に心おきなくできるようあえて資格に入
る休息場所も作っている。

(自己評価)

使い慣れた家具の持ち込みを勧めている。
結婚当初の鏡台を持ち込まれている方やご家族の写
真・テレビ・人形など思い思いのものを持ち込まれて
いる。

(外部評価)

ご自宅で使っていた椅子や小物入れを持ち込み、使用して
いる方もある。ご家族や友人との写真や幼稚園児からもらっ
た首飾りを飾っておられる利用者もある。コップを置いて、居
室でも水分補給できるようにお茶が用意されていた。

(自己評価)

各所に手すりを設置、階段も狭めにとり左右の手すり
が使えるように工夫している。
居室内は適宜身体の機能にあわせ、家具の配置を工夫
し安全にかつ自立した生活が送れるよう配慮してい
る。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている
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